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１．はじめに

北海道内では、国営農地再編整備事業により、地下

潅漑の可能な大区画圃場の整備が行われている。整備

後の圃場では、直播栽培の取り組みが進むなど、圃場

水管理の変化が生じている。また、このような整備の

中で、支線・小用水路が管路化される場合もある。こ

のように圃場水管理と水路形式が変化しても安定した

用水供給が可能な配水管理技術が必要である。本研究

では、このような配水管理に寄与するために、整備後

の用水需要を想定した配水シミュレーションを行った。

２．シミュレーションの方法

配水シミュレーションは、高桑の節点エネルギー位

法
1)による定常流解析を、図-1 のように反復して行う

2)。

配水管路系と給水栓をモデル化し、圃場水管理の実態

を反映させて取水開始時刻と給水栓開度を決め、まず

取水開始直後の圃場取水量を計算する。この取水量が

時間Δ t 継続すると仮定し、Δ t ごとにそれまでの各

圃場の取水量を積算する。ある圃場での取水量が必要水量に到達したらその圃場の給水栓

開度をゼロとして、次のΔ t の流量計算を行う。24 時間分の計算が終わったらシミュレ

ーションを終了する。なお、Δ t は 30 分間とし、取水開始時刻は早朝 4 時と想定した。

３．対象圃場群と圃場水管理の想定

シミュレーション対象は、図 -2 のようにＡ幹線用水路（開水路）から分水するＢ支線

用水路掛かりの水田 43 筆で合計面積は 74.5ha である。Ａ幹線用水路からの分水地点より

も下流はパイプラインである。

水稲作付け率は、地域の現況である 75 ％とした。また、水稲作付けのうち直播栽培の

割合は、現状の 24 ％と今後の地域営農計画の 50 ％の 2 通りとした。なお、本研究で対象

とした直播栽培は湛水直播栽培である。

シミュレーションに用いる取水パターンや必要水量などの水需要は、対象圃場群近傍に

ある大区画水田圃場における水管理調査結果に基づき表-1 の想定条件のように設定した。

４．結果と考察

シミュレーションの結果を表 -1 の右欄に示す。結果の評価の視点は、①取水に要する

図-1 シミュレーションのフロー
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時間と②Ａ幹線用水路からの分水量が計画分

水量を超えるか否か、の 2 点である。

普通期に急な低温が到来しない場合には、

取水に要した時間はやや長時間であるものの、

実際には取水開始時刻が夕刻や早朝に分散す

ることから、配水に支障はないと推察される。

普通期に低温が到来する場合や深水期につい

ては、全圃場で早朝から一斉に取水するとＡ

幹線用水路からの分水量が過大になる。圃場

ごとの取水時間帯の分散が、配水管理にとっ

て有効である。初期灌漑の時期については、

直播率 24%であれば、直播栽培における浅水

管理と移植栽培における荒かきの期間が重複

する場合（代かき作業は、「荒かき」と「仕上げ」の 2 段階に区分され、それぞれで比較

的大きな取水がなされる）、同時に取水できる圃場数の上限は、水稲作付け圃場数の 2/3

程度である。将来、直播率 50 ％に高まるならば、同時に取水出来る圃場数の上限は水稲

作付け圃場数の 4 割程度に低下する。

５．おわりに

今後、シミュレーション結果を土地改良区や農家に説明し、より実態に合致した条件設

定や、現実的な水需要の分散方法などを検討したい。
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図-2 シミュレーション対象の圃場群
Researched paddy fields

表-1 配水シミュレーションの想定条件と結果
Input conditions and results of the simulation

想定条件 シミュレーション結果

生育時期等 圃場取水量 当日の取水圃
場数

取水に要し
た時間

Ａ幹線用水路
からの分水量

結果の評価

普通期 5日ごとに35mm取水 6 16.5～17.0h 計画分水量を
超えない

支障なし。

普通期
（低温到来）

一斉に35mm取水 32（水稲作付け
圃場の100%）

5.5～13.5h 超える 水田32圃場で一斉に取水するとＡ

幹線用水路からの分水量が過大に
なる。

深水期 一斉に20mm取水
（10日で20cm）

32 4.5～11.5h 超える

初期灌漑
直播率現状
（移植76%，
直播24%）

荒かき：59mm
浅水管理：
93mm

32 9.0～18.0h 超える 直播が現状程度であれば，水田の
半数で初期灌漑が行われても，計
画分水量を超えない。しかし取水に
長時間かかる圃場がある。

21 11.5～18.0h 超えない

16（50%） 11.5～18.5h 超えない

初期灌漑
直播率現状
（移植50%，
直播50%）

荒かき：59mm
浅水管理：
93mm

16 11.5～17.5 超える 直播が50%になると，計画分水量を

超えない範囲で同日に取水できる
圃場数は4割程度になる。この場合
も取水に長時間かかる圃場がある。

14 11.5～18.0 超えない

10（31%） 11.5～18.0 超えない

圃場総数43，転作田11圃場，水稲作付け32圃場
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